
　　　

大正12（1923）年11月5日（戸籍上は大正12（1923）年11月25日）に大阪府で生まれる。

昭和16（1941）年に甲南高等女学校(現・甲南女子中高等学校)を卒業。

昭和25（1950）年に同人雑誌『文藝首都』へ参加する。

昭和44（1969）年『戦いすんで日が暮れて』で直木賞を受賞、平成元（1989）年に

小説『血脈』の執筆をスタートし、平成12（2000）年に菊池寛賞を受賞した。

エッセイの名手としても知られ、平成28（2016）年に刊行された『九十歳。何がめでたい』は

ベストセラーとなり、映画化もされた。平成（2017）年春に旭日小綬章を受章。

令和8（2026）年4月29日死去。享年102歳。

（『九十八歳。戦いやまず日は暮れず』より参考）


